
 

 
 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                  
 

     

   
 

  

 

平
成
28
年
度
東
京
都
子
ど
も
会
育
成
研
究
協

議
会
が
29
年
３
月
５
日
（
日
）、
全
子
連
・
都
子

連
・
墨
田
区
の
主
催
で
、
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
都
内
各
地
か
ら
約

100
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 

○
理
事
長
挨
拶 

 

今
年
度
の
研
究
協
議
会
の
テ
ー
マ
は
、「
メ
リ

ッ
ト
い
っ
ぱ
い
！
子
ど
も
会
」～
子
ど
も
中
心
か

ら
親
子
で
楽
し
む
子
ど
も
会
～
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
従
来
、
子
ど
も
会
活
動
は
、「
子
ど
も

の
手
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
子
ど
も
会
」、
の

実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま
し
た
。 

      し
か
し
、
多
様
な
生
き
方
が
問
わ
れ
る
今
日
、

子
ど
も
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
種
多
様
で
あ
り
、

子
ど
も
会
の
加
入
率
低
下
、主
人
公
の
子
ど
も
だ 

け
で
は
少
人
数
と
な
り
休
会
と
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
！
地
域
活
動
（
と
り
わ
け
子
ど
も
会
活
動
）

を
す
る
こ
と
で
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
か
（
子
ど
も
も
大
人
も
）
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
今
後
の
各
市
区

連
合
組
織
、単
位
子
ど
も
会
活
動
の
一
助
と
な
り

ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

  

主
催
区
・
墨
田
少
年
団
体
連
合
会
の
坂
井
正
廣

会
長
の
挨
拶
を
受
け
て
、育
成
研
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

 

 

 

○
『
基
調
講
演
』 

基
調
講
演
は
NPO

法
人
向
島
学
会
理
事
長
・
佐

原
濨
元
氏
に
よ
る
も
の
で
、
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も

会
活
動
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
？
」
で
し
た
。 

〇
最
初
に
子
ど
も
達
か
ら
「
リ
ー
ダ
ー
」
と 

呼
ば
れ
て
か
ら
45
年
。 

〇
私
自
身
も
、
子
ど
も
達
と
関
わ
り
、
親
と 

の
関
わ
り
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

〇
さ
ら
に
、
社
会
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て 

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
変
わ
っ
て
き

た
部
分
や
変
わ
ら
な
い
部
分
か
ら
、
現
在

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
向
を
ご

一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
子
ど
も
会
活
動
は 

で
あ
い
。
ふ
れ
あ
い
。 

 

つ
く
り
あ
げ
る
。
こ
の
３
点
が
必
要
。 

○
子
ど
も
会
の
中
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
様
々 

な
連
携
を
深
め
よ
う
。 

○
新
し
い
仕
組
み
を
作
っ
て
い
こ
う
。 

 

 

 

○
『
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
』 

地
域
の
中
に
溶
け
込
み
、
生
活
に
潤
い
を
与

え
る
音
楽
・
ダ
ン
ス
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
の
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
み
、
周
囲
の
人
に
楽
し

み
と
癒
し
を
与
え
る
活
動
を
し
て
い
る
ユ

ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト 
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平
成
28 

年
度 

 

 
 

東
京
都
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
墨
田
区
・
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー 

開会式で挨拶する齋藤武都子連理事長 

ボーイスカウトの体験談を通しての話が出ました 

墨田子連坂井会長の挨拶 
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ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

           

○
表
彰 

 

平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
子
ど
も
会
並
び
に
子

ど
も
会
活
動
に
あ
た
る
指
導
者
・
育
成
者
・
に
対

し
て
、
そ
の
業
績
を
表
彰
し
、
今
後
に
お
け
る
子

ど
も
会
活
動
の
振
興
を
は
か
る
。 

○
子
ど
も
会 

 

か
し
の
木
子
供
会
（
小
金
井
市
） 

○
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
組
織 

墨
田
区
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ 

（
墨
田
区
） 

○
指
導
者
・
育
成
者
組
織 

 
 

蒲
原
地
区
少
年
団
体
協
議
会
（
足
立
区
） 

○
指
導
者
・
育
成
者 

 
 

本
間
和
美
（
江
戸
川
区
） 

 
 

山
﨑
洋
行
（
江
戸
川
区
） 

 
 

織
田
弘
子
（
足
立
区
） 

柳
瀬 

薫
（
江
東
区
） 

多
田
典
子
（
小
金
井
市
） 

○
全
国
子
ど
も
会
連
合
会 

表
彰
・
伝
達 

 
 

し
お
か
ぜ
ク
ラ
ブ
（
江
東
区
） 

 
 

                  
 午

後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
二
つ
の
部
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

○
育
成
者
・
指
導
者
部
会 

テ
ー
マ
【
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
・
育

成
者
・
地
域
の
人
々
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
よ
う
！
】 

 

             

【
事
業
名
の
紹
介
】 

●
合
同
真
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。 

●
ベ
タ
ー
ウ
ォ
ー
ク
大
会
（
身
体
を
フ
リ
フ
リ 

楽
し
く
歩
こ
う
）。 

●
み
ん
な
が
楽
し
む
運
動
会
。 

●
夏
休
み
に
学
校
に
泊
ま
ろ
う
。 

●
秋
の
防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
。 

●
写
真
を
三
世
代
で
楽
し
む
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。 

  

○
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
会 

 

自
分
が
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
活
動
を
終
了
し
た

後
、地
域
で
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
い
の
か
を
考
え
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
事
を

し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
る
。 

  
 ●

【
理
想
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
を
イ
メ 

ー
ジ
す
る
と
、
ど
ん
な
人
？
】 

 

●
こ
ん
な
先
輩
み
た
い
に
な
り
た
い
！ 

 

●
ど
ん
な
事
が
で
き
る
と
、理
想
の
ジ
ュ
ニ
ア 

リ
ー
ダ
ー
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

    

  
 

         

○
全
大
会 

 

育
成
者
・
指
導
者
部
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
会
よ
り
夫
々
話
し
合
い
の
様
子
や
内
容
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

    

○
講
評 

 
 
 

 

吉
嵜
三
義
氏
か
ら
は
昨
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ

っ
た
「
原
点
に
帰
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
井
幸
夫
氏
か
ら
は

子
ど
も
会
活
動
で
は
子
ど
も
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
、
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           
 ○

特
別
報
告 

 

「
桧
原
山
荘
に
つ
い
て
」 

 

 

報
告
者
・
齋
藤
武
理
事
長 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
立
地
場
所
、
改

修
状
況
や
子
ど
も
会
活
動
に
役
立
つ
使
い
方

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

  
 

 
 
 
 
 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
式
） 今回は9人の方々の表彰が執り行われました 

ジュニアリーダー部会での熱心な検討・討議風

会 

アトラクションはキッズダンスが披露されました 

吉嵜三義・石井幸夫両氏

から 講評を頂きました リーダー部会報告 山荘のパンフ 

育成者・指導者部会でのワークショップ風景 
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平
成
29
年
２
月
17
日
か
ら
19
日
の
期
間
、

標
記
の
大
会
が
九
州
・
久
留
米
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
地
域
の
ま
ち
創
り
は
子
ど
も
会
か

ら
」 

～
子
ど
も
た
ち
に
残
し
、
伝
え
た
い
自
然

と
郷
土
伝
統
芸
術
～ 

大
会
の
骨
子
な
ど
が
、副
理
事
長
の
佐
々
木
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

早
割
で
早
朝
に
羽
田
空
港
を
出
発
し
て
二
時

間
で
福
岡
空
港
着
。
バ
ス
に
乗
り
一
時
間
余

り
、
久
留
米
か
す
り
で
有
名
な
久
留
米
市
に
到

着
し
ま
し
た
。 

 
 
 

             

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
千
名
余
の
方
々
が
会
場
の

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
入
っ
て
一
様
に
び
っ

く
り
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
東
京
の
歌
舞
伎
座

の
様
な
造
り
で
す
ば
ら
し
い
会
場
で
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
「
地
域
の
ま
ち
創
り
は
子
ど
も
会 

か
ら
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講 

    

演
で
は
「
い
ま
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
と
し 

て
、
ご
自
分
で
作
詞
作
曲
さ
れ
た
武
末
龍
泰
先

生
に
よ
る
「
太
陽
の
う
た
」
「
友
だ
ち
で
あ
る

た
め
に
」
な
ど
を
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
で
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
小
椋
佳
氏
の
よ
う
な
す

て
き
な
声
で
自
分
が
教
育
者
と
し
て
か
か
わ
っ

た
事
な
ど
を
曲
に
し
て
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

            
 

       
 い

ま
、
伝
え
た
い
こ
と
・
・
・ 

 

『
子
ど
も
た
ち
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

に
、
じ
っ
く
り
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
な
い
子
ど

も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
親
子
の
距
離
感

も
、
一
昔
前
ま
で
は
「
遠
く
て
近
い
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
今
は
「
近
く
て
遠
い
」
と
言

わ
れ
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
子
ど
も
と
お
と
な
の
間
に
変
わ
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
は

お
と
な
の
笑
顔
を
、
お
と
な
は
子
ど
も
の
笑
顔

を
い
つ
も
待
っ
て
い
る
こ
と
で
す
』
と
、 

 
 

            

さ
て
表
彰
式
で
は
東
京
都
か
ら
は
二
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
の
午
前
中
は
六
分

科
会
に
分
か
れ
て
情
報
交
換
会
で
す
。 

 

第
一
分
科
会
は
「
子
ど
も
会
の
中
で
育
つ
子

ど
も
」
～
子
ど
も
会
が
必
要
な
わ
け
～ 

 

三
つ
子
ち
ゃ
ん
を
含
む
三
世
帯
５
人
の
小
さ

な
小
さ
な
子
ど
も
会
の
事
例
は
、
つ
ぶ
さ
な
い

で
続
け
て
い
く
努
力
を
し
て
い
る
子
ど
も
会
。 

 

農
作
業
（
田
植
え
・
稲
刈
り
）
な
ど
学
校
で

は
体
験
で
き
な
い
活
動
を
し
て
い
る
。 

 

地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
が
深
ま
る
こ
と
で

成
長
を
見
守
っ
て
い
る
。 

 
ま
た
「
大
分
県
少
年
の
船
」
二
万
六
千
ト
ン

の
豪
華
客
船
で
沖
縄
へ
の
四
泊
五
日
の
船
旅
を

通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て
二
十

七
年
続
け
て
い
る
。
一
人
四
万
円
（
本
来
は
三

十
万
ほ
ど
か
か
る
）
の
個
人
負
担
で
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

ま
た
「
な
ぜ
、
子
ど
も
会
活
動
に
子
ど
も
が

集
ま
ら
な
い
の
か
」
～
子
ど
も
会
活
動
の
意
義

を
見
つ
め
な
お
す
た
め
の
一
考
察
～
な
ど 

 

午
後
は
各
県
子
連
の
郷
土
伝
統
芸
能
活
動
が

あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
久
留
米
市
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
会
場
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

活
動
報
告
（
郷
土
伝
統
芸
能
活
動
発
表
）  

                      

表
彰
（
都
子
連
関
係
者
） 

地
域
の
子
ど
も
会
活
動
を
長
年
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
対
し
て
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

〇
小
野
田
み
ち
子
（
東
京
・
足
立
区
） 

〇
山 

本 

輝 

夫
（
東
京
・
足
立
区
） 

第
50
回 

全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
留
米
市 

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

全子連丸山会長の主催者挨拶（中央） 

昭和62年に結成した夢気球バンド 武末龍泰氏の講演 

玄関前で、表彰者を囲み記念写真を撮りました 

鹿児島県  

 山田楽 

 大分県 

神楽「正護」 
長崎県 

 龍踊 

 熊本県 

子ども歌舞伎 

 沖縄県 

創作ｴｲｻ  ー
 福岡県 

田楽かけ 

   福岡県 

ﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ 

 佐賀県 

巫女の舞 
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□
今
ま
で
の
都
子
連
行
事 

▽
第
11
回
・
理
事
会
（
１
月
21
日
） 

『
出
席
者
』 

 

齋
藤
理
事
長
、
阿
部
・
佐
藤
・
久
保
田
・
佐
々 

木
副
理
事
長
、
滝
井
・
古
屋
・
塩
澤
・
太
田 

・
吉
野
泰
順
理
事
。 

議
事
録
署
名
人
、
太
田
克
己
・
吉
野
泰
順
。 

『
報
告
事
項
』 

✩
理
事
長
・
桧
原
山
荘
の
整
備
現
状
と
課
題
。 

〇
年
始
回
り
（
全
子
連
）。 

〇
事
務
所
の
大
掃
除（
正
副
理
事
長
、林
職
員
）。 

〇
都
議
会
議
員
と
の
懇
談
（
葛
飾
区
・
の
が 

み
純
子
、
江
戸
川
区
・
上
野
和
彦
・
足
立
区
・

友
利
春
久
）。 

・
担
当
部
署
の
治
安
対
策
部
の
名
称
変
更
？ 

・
育
成
研
等
の
大
会
参
加
と
挨
拶 

・
子
育
て
支
援
と
し
て
の
地
域
活
動
の
支
援 

・
事
務
員
を
雇
え
る
財
政
支
援 

・
少
子
化
に
よ
る
子
ど
も
会
活
動
の
支
援 

・
今
後
将
来
の
財
政
的
、
人
的
支
援
促
進 

〇
中
学
生
職
場
体
験
発
表
会
へ
の
参
加
。 

〇
全
子
連
安
全
共
済
会
委
員
会
に
出
席
。 

『
各
部
報
告
』 

✩
安
全
部
・
〇
28
年
度
安
全
教
育
推
進
事
業
は 

講
師
を
確
保
で
き
ず
不
採
用
。 

 

〇
安
全
会
加
入
者
数
。
〇
事
故
状
況
報
告
。 

✩
事
業
部
・
〇
28
年
度
都
子
連
育
成
研
の
取
り

組
み
と
進
捗
状
況
。 

✩
財
務
部
・ 

✩
広
報
部
・
〇
都
子
連
新
聞
（
192
号
発
行
済
）。 

✩
総
務
部
・
〇
職
員
採
用
は
難
航
。
取
り
直
し
？ 

『
協
議
事
項
』 

✩
28
年
度
・
都
子
連
育
成
研
に
つ
い
て
。 

 

・
研
修
テ
ー
マ
「
メ
リ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
！
子
ど

も
会
」。 

・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
～
子
ど
も
中
心
か
ら
親
子

で
楽
し
む
子
ど
も
会
～ 

・
基
調
講
演
は
研
修
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内
容

を
、
佐
原
滋
元
（
墨
田
区
NPO
法
人
向
島
学

会
理
事
長
）
講
師
。 

・
参
加
者
及
び
表
彰
者
の
確
認
を
急
ぐ
。 

✩
桧
原
山
荘
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
。 

 

〇
貸
出
方
法
の
検
討
。 

・
料
金
設
定
（
全
国
青
年
の
家
・
一
泊
800
円
前

後
、
他
に
食
料
代
及
び
シ
ー
ツ
代
） 

・
利
用
料
金
の
案
は
左
記
の
と
お
り 

       
 
 

      ・
予
約
は
予
ネ
ッ
ト
予
約
導
入
を
検
討 

 

・
鍵
の
受
け
渡
し
の
方
法
検
討 

 

・
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
設
置 

 

・
草
刈
り
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
都
子
連
が 

 
 

月
１
回
程
度
の
頻
度
で
実
施 

 

・
お
披
露
目
会
の
実
施
を
２
月
28
日
、
加
盟 

 
 

団
体
の
皆
さ
ん
と
所
有
者（
小
金
井
市
社
会 

 
 

福
祉
協
議
会
）
で
現
地
開
催
（
28
名
） 

武
蔵
小
金
井
か
ら
大
型
バ
ス
で
移
動 

  
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                 

                

□
編
集
後
記 

  
 

        

 

い
よ
い
よ
、
桧
原
山
荘
の
運
営
が
４
月 

に
始
ま
り
ま
す
。
施
設
の
目
的
が
、
日
帰 

り
施
設
か
ら
簡
易
宿
泊
施
設
に
衣
更
え
し 

た
こ
と
で
、
建
築
関
係
の
各
種
基
準
に
合 

わ
せ
て
、
ト
イ
レ
や
間
仕
切
り
の
増
築
、 

給
排
水
設
備
や
炊
事
用
野
外
設
備
を
充
実 

し
ま
し
た
。 

 

山
荘
の
下
に
は
秋
川
の
源
流
が
流
れ
て
い 

ま
す
。
都
会
で
は
経
験
の
で
き
な
い
、
川
遊 

び
や
、
マ
ス
つ
か
み
取
り
等
で
遊
ぶ
こ
と
も

で
き
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
近
く
に
は
払
沢
の
滝
（
都
内
で
唯

一
の
「
日
本
の
滝
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い

る
名
瀑
）、
神
戸
（
か
の
と
）
岩
は
東
京
都
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
渓
谷

の
散
歩
は
、
プ
チ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
よ
う

で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。 

 

昌
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
子
連
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

加盟団体 未加盟団体 

日帰り 500円 700円 

1泊2日 1000円 1300円 

2泊3日 1500円 1900円 

3泊4日 2000円 2500円 

4泊以上 2500円 3000円 

 

 

１階は原形のまま利用可能（間仕切り用の蛇腹増設） ２階トイレ増設 山荘の全景（左手前は炊事棟、右上は宿泊棟） 

       山荘直下の河原視察 

（冬は水量が少なく川遊びが不可だが夏は可能！） 

2階トイレ増設 
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